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序　文

　近年我が県の声楽分野での演奏上の質の向上は目覚し

く，諸先生方そして生徒諸君の絶え問ぬ努力の効あって

全国のトップレベルになりつつある。現に合唱コ：■クー

ルや独唱コソクールに於いては輝かしい成績をあげてい

るのである。

　だが一方，合唱及び独唱の分野を含めた声楽分野での

指導上でのメトードは全国的にみてもまだまだ充分確立

されているとは思えないのが実感である。我が国の音楽

大学等の専門機関に於いてすら確固たる方法論・教授法

が確立されていないと言っても過言ではなかろう。

この事の理由に下記の様な事が考えられる。

　第一に声帯という楽器はピアノ・弦楽器・その他の楽

器が見えるものとして存在しているのに反して発音体が

体の内部に存在するということである。この事は自分白

身の声を客観的に捕えることが大変困難な学間であると

いう事になる。即ち，勘と経験によって喉の開き方，声

の設定の仕方を見い出し体得していかねばならないので

ある。

　第二に声楽にはその練習過程に於いて必ず良い耳を持

った指導者が必要であるということである。自分で自分

自身の声が充分に認識できたいという致命的欠陥を補う

，為には良く訓練されたボイス・トレーナーの必要性を強

く感じるのである。世界的に活躍しているソリストでさ

えシーズソ，オフになれぱ有能なボイス・トレーナーに

就き自分の声の調整をするのが実状である。特に学習の

初期の段階に於いては，初心者が一人で練習をする事は

可成りの危険が伴うのであって，理想的には殆ど毎日か

或いは一目置きに良い耳を持った先生のもとでレッスソ

を受ける必要があるように思われる。

　東京芸術大学及び教育系の国立大学に於いては未だに

一週間に一回のレッスソで発声から音楽作りまで総て一

人の教師で指導せねぼならない。この様な声楽教育界の

状況の中で理解し易く，効率の高いメトードはないのか

という要望の声を耳にするのだが，この紙面をかりて甚

だ浅学の身であるのだが，私の現在までの声楽発声指導

上での比較的学習成果の見られた指導法について整理し

てみようと思い，この小論文となった次第である。

　〔I〕　発声練習前の準備運動について

　喉頭を中心とした楽器としての我々の身体は発声前に

は充分に歌唱に対応できる様に整備されている必要があ

る。その為に発声前の準備運動については以前から色々

と試作研究されている。準備運動を行った場合と，いき

なり発声練習に入った場合とを比較検討してみると総合

的にみて歌唱の完成度において格段の差異が生じる事を

体験した。そこで現在私が実践している発声前の準備運

動をぜひお薦めしたい。この準備運動は大きく四つに分

けられる。

　1．）ラジオ体操及び体外郭筋群の強化法

　2．）東洋医学に於ける発声に関する身体各部分への指

　　　圧

　3．）こんにゃく体操

　4．）フスラー式発声器官への覚醒訓練

以下それぞれについて説明する。

　1）ラジオ体操Iは一般に良く理解されているので今

回は説明を省略する。次に体外郭筋群の強化法であるが

ここで簡単に発声に関与する筋肉群を説明する。

　A．内喉頭筋群（不随意的筋肉）これらは単独では働

かない声帯を含めた筋群を指す。

　B．外喉頭筋群（随意筋）喉頭懸垂機構にあたる筋肉
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で前上引上筋，前下引下筋，後上引上筋・後下引下筋と

四つの方向へ喉頭を中心として働く筋肉群を指す。

　C．体外郭筋群（随意筋）呼吸法に関連する筋肉群が

主力であり，胸筋，腹筋，背筋，腰筋等を指す。

Cの体外郭筋群のみを強化する理由としては，声をf乍る

中心部である，喉頭から可能な限り意識を少なくするこ

とが理想的発声と言えるからである。

　体外郭筋群の強化法

体外郭筋群の強化とは，胸郭を広め呼吸筋を強めること

と一致する。昔から名歌手達は偉大た胸郭を持っていた

が，エソリコ，カルーソーは，。大歌手になるのに必要

なものは何んでしょうか？”という間に，。大きな胸，

大きた口，90パーセソトは記憶力，10パーセソトは知

性，はかり知れぬ多くの努力，そして心の誠だ。”　と答

えたそうである。　（RCAビクター，カルーソー大全集

解説より，P11）　この事からも大きな胸郭，大きな口

は歌手にとって必要不可欠な条件である。

　a）肩巾を広げる運動や肩の厚みを作る運動

代表的なものとして腕立て伏せが上げられる。初めは身

体を支えるのに大変であるが訓練していくうちに50回位

はできる様にしたい。

次に，両肘を床と平行に鎖骨の線まで上げて力強く身体

の後部へ引く。この運動は胸郭を広げるのに効果がある。

以上，二つの運動を行っている時の注意として，必ず口

を開けて少しでも喉頭に力が入らない様にすることであ

る。

　b）腹筋と背筋を強化する運動

腹筋と一口に言っても六骨の最下部からおへそにいたる

腹筋，側腹筋，直腹筋，斜腹筋に分かれている。それぞ

れを別々に訓練することにより互いに関連性をもち最高

度に訓練された筋肉のみが真のリラックスを可能ならし

めるという生理理念が成立するものと考えられる。

　フスラー式発声訓練法には側腹筋，直腹筋，斜腹筋の

強化法が取り入れられているのだが，ここではそれ以外

の強化法で比較的成果のみられた訓練法を説明する。

　まず重量挙げでバーベルを持ち上げた状態の姿勢を取

らせる。当然胸郭が高められ，所謂ハイ・チェストの状

態となる。この姿勢を崩さない様にしてみぞおちの部分

だけを横隔膜筋でもって圓1』方につき出したり引いたりす

る。この際へそから下の腹筋は動かさない様に注意す

る。この運動により腹筋及び横隔膜筋を強化する。歌唱

の前30分位いこの運動を続げると歌唱時にはほとんど呼

吸の支えを意識しないですむ。

　次に床に仰向げに寝かせる。足と上半身を両方持ち上

げる。その状態でおなかで息を10回吐かせる。30秒位休

みを取ってから同様に又10回行う。この息を吐く運動を

計100回位行う。

　その他に仰向げに寝て上体を起こし，その後倒す。こ

の際足首が床から離れない様注意する。30回位い行う。

　うつぶせに寝る。頭と胸そして足先を床から離しその

体勢を保つ。　（主に背筋の強化）

　足を開き左右交互に上体を足の上に屈折させる。その

他舟漕ぎ等があげられる。腰及び脚部の強化運動として

は，うさぎ跳び，なわ跳び，等があげられる。総合的な

運動としてはマラソソや水泳を推奨する。

　2）東洋医学に於げる発声に関する身体各部分への指

圧について

　近年医学界は東洋医学に於げる治療法（所謂，ミつぽミ

ヘの針，灸，指圧）の研究が中国を中心として行われて

いる。今回は器具を用いらずに行われる指圧について研

究してみた。我々が発声練習を行っている時，首にも肩

にも疲労感がないのに，なぜか声の調子が悪い時があ

る。この様な場合は，声帯自身の疲れとか喉頭前部の筋

肉組織の疲労が考えられる。この喉頭前部の疲労（こ

り）ををほぐす指圧について説明する。

　a）仰向けに寝て鎖骨の下部を身体の中心から2セソ

チ位離れた場所から両腕に向かって2セソチづつずらし

て3個所を人差し指と中指で鎖骨の下に痛みを感じる程

度に4回づつ左右合せて24回指圧する。

　b）三角筋の中心部を身体の右側は左手の親指を除く

4本の指で計6回，身体の左側は右手の親指を除く4本

の指で計6回力強く指圧する。

　C）腋の下所謂くすくられるとたまらない場所を右の

腋は左手の人差し指と中指で3回づつ，これも痛みを感

じる程度に強く指圧し，左の腋の下は右手の2本の指で

三回づつ同様に指圧する。

以上三つの指圧部位は身体の上半身に於こる所謂リソパ

層の走っている場所で，この部分を指圧する事により，

喉頭前部の僧帽筋を含む筋肉群を柔らかくする作用があ

るといわれている。

　次に歌唱時に於ける大切な部位として眼球を含む眼輪

筋・雛眉筋の疲れを取る指圧を説明しよう。

我々は歌唱時に眼球の部分にカを入れると同時に声の当、

り所謂響が頭声的発声に近づく事に気がつく，従ってこ

の部位の筋肉群が疲れていたのでは良い声が出ないので

ある。

　a）頭頂の中心から左右に3セソチ位離れた場所，所

謂痛点（押してみると誰れでも痛いと感じる場所）があ

る。この左右のつぼを中指で10回位強く押す。

　b）頭頂中心部のくぼんだ所から真後ろに向って2セ
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ソチ位離れた場所を力強く人差し指で10回位押す。

　c）後頭骨から側頭骨に向う部分を両手指10本で円を

描く様に強く指圧する。

以上三つの部位が眼球を含む眼輸筋・雛眉筋が活発に働

く様に導く指圧点である。

　正しい呼吸法を体得する為に大切な働きをする器官に

横隔膜があげられる。この横隔膜が理想的に働く為には

腹部が充分に柔らかくなけれぱならない。汚い話しでは

あるが下痢や便秘の状態では理想的な呼吸法は望めた

い。従ってこの腹部を柔らかくする指圧を説明しておこ

う。この指圧点は両鼠腰部にあり，この部位を人差し指

と中指で強く10回指圧する。次にその部位より2セソチ

位下を同様に指圧する。この場所は足から腹へかけて大

動脈と大静脈が走っておりこの指圧により両足から腹部

にかけて血液の流れが活発になり腹部の筋肉が柔らかく

なると言われている。以上あげた六つの部分が発声に関

する身体各部位への指圧である。

　3）こんにゃく体操

　これは元東京芸術大学・体育研究室教授の野口三千三

氏によって考案されたもので，物体の力の伝達を考える

時に落された物体（こんにゃく）に伝わる衝撃波を観察

する際，こんにゃくの様な柔構造の物体は壊れる事なく

衡撃を吸収し拡散させてもとの型に戻ってしまう状態か

ら考え出されたものである。豆腐とかガラスを落とした

場合の，ぐしゃぐしゃになったり割れたりする状況とは

異なる働きである。猫が高所から落下着地する場合とか

超高層ビルが大風や地震に耐え得る働きと似ており，こ

んにゃくの様な働きを人間の身体の働きと結びつげる幾

つかの体操が考えられている。

　a）仰向けに寝て自然に静かに呼吸し，吸った息が胸

部に入る様に感じるカ㍉腹部に入る様に感じるか観察さ

せる。　（正しくは腹部に入る）

　b）四つんぱいになり鼻から呼吸し，吸気が腹部に入

るか背部に入るか観察させる。　（正しくは背都に一充満感

を覚える。息を含む様に吸わねばならないことがわかる）

　C）前傾姿勢をとらせ背中の大殿筋の上部にそれぞれ

手をそえて鼻から息を吸い手をそえた部分に充満感を覚

えさせる。

　d）直立して背中の大殿筋の上部に手をそえて鼻から

息を吸いどこに充満感を感じるか観察させる。　（この際

C）の場合と違い背部に充満感を感じにくくなることに注

意させる。この事は正しい呼吸法を体得するには四つん

ばいの状態ξか前屈の体勢を取らせた方が，歌唱に於げ

る理想的呼吸法を覚え易いことを意味する。人間は直立

して歩行する事により理想的呼吸法から遠ざかったのか

も知れない。

　e）前屈の体勢を保ち足幅を50セソチ位広げ頭と首の

筋肉の力を充分に抜きながら上体を左右に揺らす。そし

て徐々に腰椎の下部から胸椎の下部へと1個づつ脊椎を

積み重ねる様にして立て直しながら上体を起こす。そし

て又上体を左右に揺らしながら，胸椎，腰椎の順に曲げ

て前屈の状態にもどる。この運動を五，六回続ける。

　f）腕の右回し，これはラジオ体操で行う腕の回わし

方と異なり右手は右回り，左手も右回りにするので，頭

頂にて左右の手が交差する事にたる。この腕回わしの運

動の出発点は両膝にあり，よほど身体の力が抜げた脱力

の状態でなければ成功したい。初心者ほど，この運動を

頭で考えて失敗し易いのである。

　g）トソネルの回転運動：声を出す為に横隔膜で支え

られた息があたかもポソプで押し出される様に上方に昇

って行き最後は首の回転で終わる腰を中心とした回転運

動である。最初膝を回わしその回転の流れが腰に移りそ

れから胸部に移り最後は首の回転運動に移る。丁度ほ∫

同じ型の二つの円錐の底を合わせた型となる。一番太い

都分は腰の部分の回転を示し，下位の狭い都分が足の回

転，上部の狭い部分が頭の回転運動を表わす。この運動

で注意すべき事は，胸部の回転運動で胸が前方に出た時

は尻は反対に後方へ突き出され，胸が内側に引込んだ時

は尻は前方へ突き出された状態となる。この運動の軸に

なるのは腰であり骨盤のシーソー運動が伴っている。

以上7つの運動がこんにゃく体操の概略である。

　4）フスラー式発声器官への覚醒訓練

この訓練法は前回の紀要でも触れたが，今回はさらに，

その数を増やし具体的に解かり易く説明しよう。

発声器官への覚醒訓練は大きく二つに分けられている。

　イ）喉頭の支持に関する訓練法

　声楽を始めた初期の段階では残念ながら声を出すとい

う行為は喉をつめる事に通じ，喉頭周辺に力が入り喉頭

が楽器としての働きを失ってしまう。声楽初心老に於て

は音型と共に喉頭が移行する。例えば音型が上行したり

すると同じく喉頭も上がってしまうのである。理想的声

楽発声を体得した人はいつも喉頭がリラックスした状態

で深く静かに鎖骨の方まで引き下げられている。この様

た理想の位置に喉頭を保つ為に訓練法が考えられてい

るo

　基本姿勢としては，まず身体全体の力を抜いて楽な気

持ちで立ち，肩や首，膝のどこにも力を入れず腕もダラ

っと下げる。足幅はにぎりこぶし一つ位の問隔に立ち腰

を左右に開く感じで直腹筋を後上方へ引き胸を高く保

つO
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　（訓練1）

　a）後頭部，両耳とその上の部分・盾毛とその上の部

分の及を同時につむじへ向って吊り上げる。　（ポニーテ

ールの髪を結った時の感じ）この運動と同時に一「グィ」

と頭頂に向って声を出させる事により生徒にどの様に音

色が変わるか体験させる。

　b）それに加えて，頼骨から上だけで笑う顔面運動を

する。この際も「ニュウー」と発音することにより首の

後ろから頭頂に向って声がずり上げられる事を感覚的に

体験させる。

　C）それと同時に鼻から軟口蓋へ軽く息を吸う

　（訓練2）

　うなじで，そぼを吸って食べる様に細く空気を吸う。

右手で薄く五本，左手で薄く五本，両手で肩甲骨を左右

に開く様に感じさせ，次に太めの手打ちうどんを食べる

様に両手で持って五回吸わせる。この際腕は決っして身

体の前面に出るのではなく背面で処理する。この吸う感

覚で実際に発声して見せ，声帯というものは息を吸う感

覚でも声門閉鎖がおこるという事，その音色と息を送り

出す感覚で出た声との差異を感じさせる。

　（訓練3）

　背中で咽喉の深い所を開く（嘔吐の時の状態）

この運動と同時にrオエ」と嘔吐の時に出す声を出す。

例えば，二目酔で嘔吐した時の状態を思い出させ，下腹

をひっこませ実際にシャモジ形をした会厭軟骨をおこし

て嘔吐の状態を再現させる。この時喉頭は最低部まで引

き下げられる。

　（訓練4）

　喉頭の支持に関する訓練としては，最も重要である。

　a）胸を高くゆったりと保って喉を前に開く。喉が開

くと共に喉頭は胸の中に沈む。

　b）喉頭の沈む動きを胸で止めずに，感覚的に腰の方

向へ流す。このa）b）の運動時に両手の親指の爪の面

を身体の方向に向げて上胸部から下腹部へ向って降ろ

す。それと同時に直腹筋と斜腹筋を絞る。

　以上の訓練法を行った後に，実際に（訓練1）から（

訓練4）までの訓練法で支持した喉頭の位置により同じ

ピッチで，それぞれ五つの母音によってどの様に音色が

変化するか生徒に聞かせる。

　口）呼吸関係の筋肉の訓練法

　肺の中の空気は発声上の機能面から，底の部分から残

気，貯気（約1500㏄），呼吸気（約500㏄），補気　（約15

00㏄）に分げられている。フスラーは，呼吸訓練は肺活

量を増やすことに目標を置くことにあるのではなく，貯

気を最大限に利用出来るようになることが必要であると

述べている。これは今まで行われて来た呼吸訓練が肺活

量を増し腹筋を強くする事に主眼が置かれていた事と大

いに異っている。

　（訓練5）

　a）基本姿勢をとりつつ上体を％程度前方へ倒す。

　b）上体を起しながら左右に開いた感じで腰の部分を

絞り，歯と舌の先で軽く抵抗をつげて息を体外へ，主に

後ろへ流し出す。床にチョーク等で一本の直線を引く。

その線を境に崖淵を連想させる。その線に両足の踵をつ

げる。a）b）の動作を連続して行いb）の動作の時点

で肺の中の空気が少なくたった所で腎筋を強烈に絞り残

った息を背筋，腎筋，足の後部に順次流して行きrス

ー」rサアッ」という掛げ声と共に息全部を崖の下に落

とす様に行う。

　（訓練6）

　先ず基本姿勢をとり，肋骨の最下部を斜上方に絞り，

息を体外へ流し出す。（（歯と舌で軽く低抗をつげる。）

息を体外へ流し出す。（歯と舌で軽く抵抗をつげる。）こ

の場合基本姿勢をくずさぬこと。この運動は，身体の中

央（肋骨）部分で5セソチの問隔をとり，親指だげを離

し残りの指を密着させて両手の指先が向い合う様に置

く。その時，主に小指の部分を強く押して「スー」と言

いながら息を送り出し側腹筋を徐々に絞ってゆく。そし

て肺の中の息が無くなった時点で両手の指先が交差した

状態となる。

　（訓練7）

　a）基本姿勢をとる。

　b）みぞおちの部分の力を抜きそこへ親指を除く8本

の指を揃えて直角に当て押す。

　C）息を止めて，その指を瞬問的に押し返す。

　（訓練8）

　a）基本姿勢をとる。

　b）鼻からゆっくり息を吸うと同時に頭上に両手の人

差し指を合せ，それぞれ半円を描く様にして，おへその

前へ降ろす。その時小指同士が付く様にする。この動作

と同時に歯と舌の先で「スー」と息を吐く。又，小指が

付く瞬問に強烈に腎筋を絞めて肛門を絞める。

　　（訓練9）

　訓練8）で行った動作と全く同じ及作で，息を吐かず

に上歯と舌の先で息を吸う。（訓練8）と（訓練9）の

動作を行うと同時に実際にそれぞれの母音で発声させ，

喉頭，それらを支える筋肉組織，声帯，におげるSpa－

nnung（収縮）とDehnung（伸展）の差異を生徒に感

じさせる。
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　（訓練10）

　身体の前面に肺が存在するのではなく，身体の背面に

ある様に感じさせ背中で。ため息”をつかせる。この際

「ホヅー」という声を出すと共に少し背延びをし同時に

両手の甲を腎筋から足の方向へ滑らせる。

　（訓練11）

　a）基本姿勢をとる

　b）股のつげ根に両手の小指をつげて，上から鼠慶部

にかげて両手をすべらす「スーサァヅ」という掛声と共

に，へそから下の直腹筋と斜腹筋のみを絞って歯と舌の

先から息を吐く。この動作中，胸部とへそから上の腹部

は絶対に動かさない様注意する。言いかえれぱ，へそか

ら上の上体を風船にたとえその風船がしぼまない様に注

意する事である。この訓練は最も大切な訓練法であり，

一目百回位は行いたいものである。

尚，歌唱の直前では息を吸う訓練はひかえた方が賢明で

ある。なぜなら息を吸う動作を多くしずぎると声帯の縁

についている粘液が取れ声帯が乾いた状態に成り易いか

らである。おそらく絶えず声帯面に粘液を送っている中

喉頭腔（モルガニー氏喉頭室）になんらかの影響を与え

ているのではなかろうか。

　以上がフスラー式覚醒訓練体操の概略である。

II児童発声について

　児童発はどの様に指導したら良いのか。という問題に

ついて私は真剣に悩んでいる。児童発声は以前から頭声

発声で行わたけれぱならなたと言われてきた。現在我々

はレコードや生の演奏会で様々た児童合唱団の演奏を聞

くことができる。国外の代表的な合唱団としては，ウィ

ーソ少年合唱団やパリの木の十字架合唱団等，国内に於

ては，東京放送少年少女合唱団，杉並児童合唱団，西六

郷少年少女合唱団等の合唱団が浮ぶのであるが，これら

の合唱団の声は総て基本的には頭声発声で演奏されてい

ると思う。だカ㍉いったいとれが本物なのかという単純

た疑問を誰でも持つであろう。国外の二つの合唱団につ

いては文化や民族性（環境・言語・多少の骨格の差異）

がある為に今回は度外視し，目本国内の合唱団だけに絞

って考えてみたいと思う。

　これらの国内の児童合唱団は声の音色の面でそれぞれ

ある傾向を持っている。同一曲でNHKの合唱コソクー

ルの課題曲の模範演奏を聞いてみても，テソポの設定等

と同様に音色の面では明らかに異ったカラーを持ってい

る。そしてその傾向は曲目が変わってもあまり変わらな

い。この事は，それぞれの合唱団に於いて，基本的発声

の方法が少しづつ異っており，それが歌声の音色の差と

して現われているのだと思われる。別の観点から考える

とそれぞれの合唱団の指導者の持つ美しい声というイメ

ージに僅かながら違いがあり，それが合唱団の音色を決

めると言っても良いだろう。島根県の合唱コソクールに

於いても同様の事が言える。同一課題曲で二十数校の合

唱を聞くことができる。当り前の事だがそれらは声の音

色だげに限っても総て違う。県大会の審査に於いては演

奏を総合的見地から審査するのだが，ほぼ全員の審査員

が一位を付ける様な場合を除き，上位の二，三の合唱団

の実力が伯仲しその中で順位をつけるとすれぱ審査員の

好みによるより仕方がない。だが個人的な好みによると

いう安易な考え方ではなくもう一歩つき進んで，どの様

な発声法が目本の子供には最適であるカ㍉どの様な音色

で歌われるべきか，という歌唱の根本理念に立ち返って

検討してみる必要があると思われる。

　我が国に於いて，声楽発声に関する書籍，論文はたく

さんあるのだが，その中で児童発声に関しての書籍，論

文は極めて少ない。昭和三十年に音楽の友杜から発行さ

れたr児童発声」。児童の美しい発声の為に”品川三郎

著は貴重な書籍と言わねぱならない。

　この本の第一章の児童発声の原理には三つの原則が書

かれいる。

　I　児童発声は所謂「頭声発声」でなげれぱならない。

　1皿　児童発声は量よりも，質の美を第一義に考えて指

導したけれぱならない。

　皿　児童発声は（方法論的には）二点二音前後から出

発する下降音階が頭声の要領会得に一番近道である。

と記されている。ごめ書籍が出版されてから，はや三十

年が経過しているのだが果してこの原則は今目でも通用

するのだろうか？　Iから皿まで順次検討してみる。

　Iの児童発声は所謂r頭声発声」でたげれぱならない

という原則を考える場合r頭声」と「胸声」の特徴につ

いて比較してみる。（⑦は頭声の特徴，◎は胸声の特徴）

　①声帯は薄くたる一◎声帯は肥厚する

　①声帯は長くなる　　◎声帯は短くなる

　⑦声門の閉じ方が弱い一◎声門閉じ方が強い，

　⑦声門の閉じ方が弱い一◎声門の閉じ方が強く，両

側の声帯が接着する面積も広くなる

　⑦声帯の運動範囲が小亭い一◎声帯の運動範囲が大

きい

　⑦声帯は全長半幅半厚振動一◎声帯は全長全幅全厚

振動

　⑦声帯の振動質量は小さく，振動も速く，高い音を出

し易い一◎声帯の振動質量は大きく，振動も遅く，低
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い音を出し易い

　④Dehnung（伸展）一◎Spamung（収縮）

両者にはこの様な対照的な働きがある。

　現在，私が考えている児童の声区は大体三つに別れて

いる。

　　（胸声区）←一（中声区）一→（頭声区）

　（9伶di・）←一（さ←→・）→（f←→6）

児童期には喉頭内筋や喉頭外筋，体外郭筋群はまだ未発

達であり，過激な練習は避けなけれぱならない。

　Iの原則が述べられた時期に於ては，二点二音という

のは頭声区の音と考えられていた。現在では明らかに中

声区の音として考えられている。変声期前の児童（男女）

及び変声期後の男子では裏声が出せても，会話では地声

だげを使う。しかし声楽発声の訓練を受けて頭声区の声

が発達してくると，胸声と頭声を滑らかに連絡する手段

として中声を用いるようになり，中声区ができてくる。

現在においては，児童の頭声発声とは三声区を度って歌

う要領を会得した発声を指す。

　lIの児童発声は量よりも，質の美を第一義に考えて指

導しなげれぱならない。この原則には基本的に賛成であ

る。がしかし声の質が美しけれぱ声量は発声指導上必要

不可欠である。現に合唱コソクールに於ては広いホール

で演奏するわげであるから，後ろまで聞こえなくては困

るのである。音色が美しくなったら胸声筋，呼吸筋等の

助けをかりて声量を増やす訓練も必要となる。

　皿の児童発声は（方法論的には）二点二音前後から出

発する下降音階が頭声の要領会得に一番近道である。と

いう原則は現在大きく崩れた。前にも述べた様に二点二

音という音高は現在は中声区の声であり，頭声の訓練の

為には少なくとも三位からの下降音階を練習する必要

がある。小，中学校の教科書を見ると歌唱の音域はほと

んど中声区の音であり，所謂地声を押し上げても歌える

音域である。頭声の訓練の為には指導者は三度か四度上

に移調して練習させる必要があ6。でなけれぱいつまで

たっても本当の中声区は覚えられないのである。
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